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R５年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果の概要 

小・中学校における不登校の状況について 

 

○不登校とは 
何らかの心理的、情緒的、身体的あるいは社会的要因・背景により、登校し 

ない、あるいはしたくともできない状況にあるため年間 30 日以上欠席した
者のうち、病気や経済的な理由による者を除いたもの 
 
不登校の具体例 
・友人関係又は教職員との関係に課題を抱えているため登校しない（できない）。 
・遊ぶためや非行グループに入っていることなどのため登校しない。 
・無気力でなんとなく登校しない、迎えに行ったり強く催促したりすると登校

するが長続きしない。 
・登校の意志はあるが身体の不調を訴え登校できない。漠然とした不安を訴え

登校しないなど、不安を理由に登校しない（できない）。 
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１．小学校

２．中学校

赤穂市立学校における不登校児童生徒の推移について

R3 R4 R5 R6

赤穂市 0.63% 1.15% 1.73% 1.96%

兵庫県 1.32% 1.80% 2.19% 2.63%

国 1.30% 1.70% 2.14% 2.56%
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R3 R4 R5 R6

赤穂市 5.65% 5.44% 5.81% 5.27%

兵庫県 5.82% 7.06% 7.64% 8.55%

国 5.00% 5.98% 6.71% 7.57%
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赤穂市 不登校児童生徒への支援体制 
 
○各学校の取組 
 ・学級担任、学年担当、生徒指導担当職員の関わり 

・心の教室 （不登校支援員） 
・保健室における対応 
・スクールカウンセラーによる対応 
・スクールソーシャルワーカーによる対応 
・タブレット端末使用 リモート授業 

 
○青少年育成センターの取組 
 ・教育支援センター（ふれあい教室） 

・スクールソーシャルワーカー推進事業 
・教育相談事業（カウンセラ－）（発達検査員） 
・不登校対策委員会 
・ふれあい親の会 
 

○兵庫県の取組 
・但馬やまびこの郷、神出学園、山の学校 
・不登校児童生徒支援員（市：心の教室） 
・不登校対策支援プラン 
・心の健康観察（R6 実証事業にて実施） 
・ハートフレンド人材バンク 

 
○民間団体の取組 

・フリースクール 
・学習塾（通信講座を含む） 
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３． 現状の分析と今後の取組について 
 
現状 
○ 全国的に小中学校における不登校児童生徒数は年々増加している。 
○ 赤穂市における不登校出現率は、国・県の推移と比較して、令和

６年度は小学校において微減、中学校においては大きく減少して
いる。 

○ 各学校においては、学級担任をはじめ教職員が子どもと家庭に寄
り添い、一人一人の状況に応じた支援を行っている。それぞれの
居場所づくりについては、教室以外にも保健室や心の教室、カウ
ンセリングルーム等、心を落ち着かせる場所を確保している。 
また学校に配置されているスクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーの専門性も十分に活用している。 

○ 赤穂市としては青少年育成センターにおいて、ふれあい教室の設
置や相談事業をとおして、子どもと保護者に対する支援を行って
いる。またソーシャルワーカーを通じて、必要が生じた際には、
福祉や医療といった他機関との連携も行っている。 

○ 県、民間団体においても、子どもと保護者に対する事業や支援を
行っている。兵庫県は一昨年度から「ひょうご不登校対策プロジ
ェクト」の推進を通して、校内サポートルーム（心の教室）の設
置を小学校においても、全校配置に向け段階的に拡充を図ってい
る。 

 
今後の取組 
○ 不登校児童生徒については、子どもそれぞれに状況が異なるため、

引き続き、個別にきめ細かな対応が必要である。 
○ 学校の教員のみならず、スクールカウンセラー、スクールソーシ

ャルワーカー、学校外のカウンセラー、発達検査員等の専門性を
子どもと家庭の支援に活かしていく。 

○ 今後も、子どもの社会的自立を目的として、教室、学校内、学校
外に子どもの居場所を確保する。 

○ 学校のみならず、市・県・民間団体による取組については、「広報
あこう」や赤穂市 HP にて広く周知する。 
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